	分野
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教材の
タイトル
	ビジネスで未来をつくり出そう２

	教材からの学び
	１　与えられた課題から、情報整理力と課題解決力を身に付ける。
２　予想される未来の姿と、つくり出したい理想の未来の姿を対比しながら考察する力を身に付ける。
３　他者の発表から、ビジネスプランについて多面的・多角的に考察する力を身に付ける。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　調べ学習とジグソー学習＞
１　ワークシートを配付し、クラスの人数を６グループに分ける。テーマが６つあるため、テーマ１を５～７名、テーマ２を５～７名のように、あらかじめ調べるテーマを指定する。指定されたテーマについて調べ学習をし、情報を整理する。調べた人がそのテーマの専門家となる。(35分）
　　【参考：調べ学習の班（クラス人数が38名の場合）】
※①～⑥は、テーマ１～テーマ６を示す。
　　１班　　２班　　３班　　４班　　５班　　６班
　　①①　　②②　　③③　　④④　　⑤⑤　　⑥⑥
　　①①　　②②　　③③　　④④　　⑤⑤　　⑥⑥
　　①①　　②②　　③　　　④　　　⑤　　　⑥
　　①　　　②　　　③　　　④　　　⑤　　　⑥

２　調べ学習の班で同じ班だった人が各班へ分かれ、お互いにテーマの専門家が調べた内容を発表し、班で情報共有をする。時間内に終わらない場合は、次回に続きを行う。クラスの人数によっては、テーマ①～⑥の専門家が不足することがあるため、その場合は、他の班から専門家を派遣してもらうか、他の班と合流する。（15分）
　　【参考：ジグソー学習の班（クラス人数が38名の場合）】
　　１班　　２班　　３班　　４班　　５班　　６班　　７班
　　①④　　①④　　①④　　①④　　①④　　①④　　①△
　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②△
　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　△△
　　※△は、専門家の不足を示す。

＜２時間目　ジグソー学習とグループワーク＞
１　ジグソー学習の班に分かれ、調べ学習の情報共有を行う。（15分）
２　班を解消し、机を前向きに戻す。自らの興味や関心のある課題を１つに絞り込み、自らのアイデアでこれから来るかもしれない「未来」の姿から、今後「つくり出したい未来の姿」を考察する。（15分）
３　１時間目の調べ学習の班に戻し、班の中で、今後「つくり出したい未来の姿」について共有をし、再考する。（15分）
４　クロージング。（５分）
※振り返りシートの記入は次回の授業時間までの課題とする。



ティーチングノート




グループワーク　「ビジネスで未来をつくり出そう２」　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　ビジネスとマネジメント
第２節　イノベーションの重要性

■本単元の目標
＜１時間目＞
・与えられた課題から、情報整理力と課題解決力を身に付ける。

＜２時間目＞
・予想される未来の姿と、つくり出したい理想の未来の姿を対比しながら考察する力を身に付ける。
・他者の発表から、ビジネスプランについて多面的・多角的に考察する力を身に付ける。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
　・【探究課題】１から、未来の姿について創造している
　・【ジグソー学習】３から、他のグループの発表について簡単にメモを残し、情報を整理している。

【Ｂ】思考・判断・表現
・【ジグソー学習】４から、「今後、つくり出したい理想の未来の姿」の記入状況から、根拠に基づいて考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・「シート１」または「シート２」から、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。

























■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜【探究課題】の取組＞
・ワークシートを配付し、クラスの人数を６グループに分ける。テーマが６つあるため、テーマ１を
５～７名、テーマ２を５～７名のように、あらかじめ調べるテーマを指定する。指定されたテーマ
について調べ学習をし、情報を整理する。調べた人がそのテーマの専門家となる。(35分）
　【参考：調べ学習の班（クラス人数が38名の場合）】
※①～⑥は、テーマ１～テーマ６を示す。
　　１班　　２班　　３班　　４班　　５班　　６班
　　①①　　②②　　③③　　④④　　⑤⑤　　⑥⑥
　　①①　　②②　　③③　　④④　　⑤⑤　　⑥⑥
　　①①　　②②　　③　　　④　　　⑤　　　⑥
　　①　　　②　　　③　　　④　　　⑤　　　⑥
＜【ジグソー学習】＞
・調べ学習の班で同じ班だった人が各班へ分かれ、お互いにテーマの専門家が調べた内容を発表し、班で情報共有をする。時間内に終わらない場合は、次回に続きを行う。クラスの人数によっては、テーマ①～⑥の専門家が不足することがあるため、その場合は、他の班から専門家を派遣してもらうか、他の班と合流する。（15分）
　【参考：ジグソー学習の班（クラス人数が38名の場合）】
　　１班　　２班　　３班　　４班　　５班　　６班　　７班
　　①④　　①④　　①④　　①④　　①④　　①④　　①△
　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②⑤　　②△
　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　③⑥　　△△
　　※△は、専門家の不足を示す。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
　 （前回の授業までにビジネスで未来をつくり出そう１の教材を取組んでいる場合）
　・前回の授業では、日本の直面する課題について考えてきましたが、今回の授業ではこれから来るかもしれない未来の姿について考えていきたいと思います。みなさんは、どういう未来の姿をイメージしていますか？指名してもよい。
　 （今回の授業で初めて本教材を取り扱う場合）
　・今回の授業ではこれから来るかもしれない未来の姿について考えていきたいと思います。みなさんは、どういう未来の姿をイメージしていますか？指名してもよい。

２　【探究課題】（32分）
　・事前に調べ学習の班と、ジグソー学習の班を指定しておく。
・ワークシートを配付する。
　・これから来るかもしれない未来の姿として、大きく６つのテーマをこちらで用意しました。今から班分けを行いますので、指定された班に移動し、指定された番号のテーマについて調べていきましょう。まず、言葉の意味を【探究課題】１にまとめていきましょう。ネットの言葉をそのまま写すのではなく、なるべく自分の言葉で１～２行程度でまとめていきましょう。
　・続いて、【調べ学習】２に、その課題や事例についてまとめてみましょう。実際の企業の取組などを書いてもかまいません。また、できれば具体的な数字や事例を挙げるとよいでしょう。たくさんの情報を書き出しましょう。次にそれぞれ調べた内容を発表していきますので、自分の言葉で説明できるようにその課題の専門家になりましょう。

３　【ジグソー学習】（15分）
　・これから、調べた課題や事例について、班に分かれて発表していきます。指定された班に分かれましょう。自分の調べた課題や事例を、各班で共有しましょう。聞いた内容を【ジグソー学習】３に簡単なメモとして残しましょう。ただし、聞いている人がメモを取りますので、なるべくゆっくり説明し、はっきり言葉を伝えるように心がけましょう。英単語や数字、漢字などが分からなければ、確認しましょう。できれば、気になった言葉や分からない言葉が出てきたら、ラインマーカーなどで強調し、家に帰って調べるといいですね。
　・残りの時間までに終わらない場合は、次回の授業に行う。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜ジグソー学習＞
・ジグソー学習の班に分かれ、調べ学習の情報共有を行う。（15分）
＜つくり出したい未来の考察＞
・班を解消し、机を前向きに戻す。自らの興味や関心のある課題を１つに絞り込み、自らのアイデア
でこれから来るかもしれない「未来」の姿から、今後「つくり出したい未来の姿」を考察する。（15
分）
・１時間目の調べ学習の班に戻し、班の中で、今後「つくり出したい未来の姿」について共有をし、
再考する。（15分）
・クロージング。（５分）
※振り返りシートの記入は次回の授業時間までの課題とする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　ジグソー学習（15分）
　・前回の授業でまだ発表できていない内容を発表していきます。自分の調べた課題や事例を、各班で共有しましょう。聞いた内容を【ジグソー学習】３に簡単なメモとして残しましょう。ただし、聞いている人がメモを取りますので、なるべくゆっくり説明し、はっきり言葉を伝えるように心がけましょう。英単語や数字、漢字などが分からなければ、確認しましょう。できれば、気になった言葉や分からない言葉がでてきたら、ラインマーカーなどで強調をし、家に帰ってから調べるといいですね。

２　つくり出したい未来の姿とは？（15分）
　・一度、机を前向きに戻しましょう。みなさんはひととおりテーマを理解することができました。これからは、自分の興味や関心のあるテーマを１つ選びましょう。選んだら、そのテーマについて未来の姿を考えていきます。
　・【ジグソー学習】４の会話例を見てください。みなさんが調べた情報をそのまま未来の姿と位置付けるのも１つですが、全てそのまま置き換わってもよいものでしょうか。全て置き換わってしまうと、当然便利なことも、不便なことも起きる可能性が高いです。未来の姿に変わっていく過程の中では、取り残されてしまう人や、立場の弱い人もいます。また、これまで常識と考えていたことも、意識を変えたり、考え方を180°変えたりしなければ受け入れられないこともあります。もしかすると、日本の文化や歴史、宗教に関わる問題を乗り越えなければならない可能性が出てきます。こうしたことを踏まえて、今後、つくり出したい理想の未来の姿を考えてみましょう。できるだけ多く考えてみましょう。（15分）
　・１時間目の調べ学習の班に戻りましょう。自分の考えた未来の姿を班の中で共有しましょう。班の中で意見を共有し終えたら、改めてもう一度、今後、つくり出したい未来の姿を考えてみましょう。

３　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・さて、今回の授業では、これから来るだろう未来の姿について調べました。きっと、そういう社会や世の中に少しずつ変わっていくと考えられます。日常生活の一部では、気付かないうちに、すでに変わっているテーマもあります。しかし、その変化に対して、全て受け入れることができないことも事実です。だからこそ、来るかもしれない未来をただ待つのではなく、ビジネスを学ぶ私たち自身が、来るべき未来に備え、理想の未来の姿を自ら考え、つくり出していける人材（財）になることが求められています。これからもビジネスを学ぶ中で、何が大切で、何を見落としてはいけないのか、物事の本質をしっかり見極める力、気付く力を身に付けていきましょう。そしてその中にビジネスチャンスがあることを忘れないようにしましょう。

４　振り返り・気付きの共有（次回の授業時間までの課題とする）
　・振り返りシートを配付し、記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面から、非常に重要なため必ず行う。
　・振り返りシートを回収し、評価をつける。
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